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【科目】環境防災特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・学年共通
【担当教員】

阿部 博

【授業目標・教育方針】
水害や地震災害のような自然災害を通して防災工学の基礎を学ぶ。学生は現実の災害現場で即利用できる知識を得る
ことができるとともに、受講生が地域において基本的防災知識の教授（特に老人や子供）を行うことのできるレベル
となる。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
我々は兵庫県南部地震や東北地方太平洋沖地震、近年各地の水害の体験から防災工学の必要性を強く感じた。今、災
害を最小限にとどめるためには、何が必要で、何を学ばなければならないのかを明確にするべきである。このため、
まず、水害に関しては気象・地形・地理をキーワードとして過去の被害を述べる。このことについて受講生で討議し
水害防止の方法を具体的にまとめる。次に、日本の地震防災について各分野の第一人者の最新論文をできるだけ平易
に解説し地震防災工学の基礎を修得する。水害問題と同様に受講生による討議を行い、地震防災の今後のあり方をま
とめる。

【教科書・教材・参考書 等】
防災に関連する最新情報のプリントを配布する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【備考】
隔年開講で 24 年度開講
本科目の履修を希望する学生は、5C の選択科目 [ 地盤防災 ] を履修していることが望ましい。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：100%，その他：ノート確認、討議内容、授業への貢献度合計 10％とし、期末試験の比率に含める。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力

【授業計画】（授業名：環境防災特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 はじめに ガイダンス、防災工学について
第 2 回 水害 水害の歴史
第 3 回 風害 風害の歴史
第 4 回 雪害 雪害の歴史
第 5 回 地震災害 地震発生メカニズム、日本の歴史地震
第 6 回 活断層地震による災害
第 7 回 海溝型巨大地震による災害
第 8 回 耐震設計 建築物の耐震設計
第 9 回 土木構造物の耐震設計（１）
第 10 回 土木構造物の耐震設計（２）
第 11 回 地震防災 リアルタイム地震防災（１）
第 12 回 リアルタイム地震防災（２）
第 13 回 震災予防の重要性
第 14 回 受講生による討議、まとめ、発表
第 15 回 定期試験
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